
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
が
遅
れ
て
い

る
。
地
震
後
７
ヶ
月
が
経
つ

の
に
、
全
半
壊
の
住
宅
が
い

ま
だ
に
か
な
り
残
っ
て
い

る
。
映
像
を
見
て
、「
え
っ
、

ま
だ
？
」
と
思
う
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
理
由

は
、
高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど

の
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
と
も

共
通
す
る
要
因
の
ほ
か
、
被

災
地
が
半
島
の
先
に
位
置
し

て
い
る
の
に
、
道
路
網
が
寸

断
さ
れ
、
地
盤
が
隆
起
し
て

港
も
使
え
ず
、復
旧
・
復
興
の

た
め
の
人
手
や
物
資
を
速
や

か
に
運
べ
な
い
こ
と
も
大
き

い
よ
う
だ
。
物
流
が
細
い
た

め
に
食
料
や
生
活
物
資
の
運

搬
も
十
分
に
行
え
ず
、
復
旧

の
作
業
員
や
支
援
者
の
宿
泊

施
設
も
な
か
な
か
整
備
が
進

ま
な
か
っ
た
と
聞
く
。
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で
す

ぐ
に
現
地
に
応
援
に
入
っ
た

私
の
友
人
た
ち
も
、
今
度
は

な
か
な
か
行
き
に
く
く
て
大

変
だ
、と
嘆
い
て
い
る
。現
地

で
働
く
建
設
関
係
者
の
人
手

不
足
も
大
き
い
よ
う
だ
。
関

西
万
博
工
事
の
影
響
が
大
き

い
と
い
う
話
も
聞
く
。
あ
れ

や
こ
れ
や
で
復
旧
・
復
興
が

遅
れ
、
被
災
者
の
方
々
に
は

申
し
訳
な
い
限
り
で
あ
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た

が
、
本
稿
で
は
、
復
旧
・
復

興
の
う
ち
、
応
急
仮
設
住
宅

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

応
急
仮
設
住
宅

応
急
仮
設
住
宅
は
、「（
大

規
模
な
災
害
に
よ
り
）
住
家

が
全
壊
、
全
焼
又
は
流
失

し
、
居
住
す
る
住
家
が
な
い

者
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
資
力

で
は
住
宅
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
者
」
を
対
象
と
し

て
、
災
害
救
助
法
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
が
主
体
と
な

っ
て
建
設
さ
れ
、
無
償
で
貸

与
さ
れ
る
住
宅
で
あ
る
。

通
常
時
に
火
災
等
で
住
家

を
失
っ
て
も
応
急
仮
設
住
宅

は
供
与
さ
れ
な
い
の
に
、
大

規
模
災
害
時
に
限
っ
て
こ
の

よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
の

は
、
あ
る
地
域
が
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
場
合
に
は
、
ま
ず
は

住
民
生
活
の
基
本
で
あ
る
住

居
の
確
保
が
必
要
、
そ
の
た

め
に
は
公
的
な
助
成
も
必

要
、
と
の
考
え
方
か
ら
だ
ろ

う
（
17
年
５
月
10
日
号
本
紙

拙
稿
第
２
０
５
回
「
仮
設
住

宅
の
基
準
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
」
参
照
）。

大
規
模
災
害
後
の
被
災
者

の
居
住
環
境
の
確
保
の
仕
組

み
は
、
当
初
は
、「
一
次
避
難

所
↓
応
急
仮
設
住
宅
↓
災
害

公
営
住
宅
」
と
い
う
単
純
な

も
の
だ
っ
た
が
、
石
川
県
の

Ｈ
Ｐ
「
応
急
仮
設
住
宅
（
建

設
型
）
に
つ
い
て
」
を
見
る

と
、
図
「
恒
久
的
な
住
ま
い

へ
の
移
行
ま
で
の
流
れ
」
の

よ
う
に
様
々
な
バ
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
が
登
場
し
て
い
る
。

一
次
避
難
所
か
ら
災
害
公

営
住
宅
に
至
る
被
災
者
の
住

宅
確
保
の
仕
組
み
は
、
昭
和

20
年
代
か
ら
30
年
代
の
、
日

本
の
平
均
年
齢
が
極
め
て
若

く
、
敗
戦
後
間
も
な
い
た
め

国
全
体
と
し
て
住
宅
が
不
足

し
て
い
た
時
代
に
作
ら
れ

た
。
災
害
で
家
を
失
っ
て

も
、
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
一

時
的
に
居
住
の
安
定
を
図
れ

ば
、
し
ば
ら
く
す
る
と
自
力

で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て

人
生
を
再
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
で
き
、
空
い
た
公
営
住

宅
に
も
必
ず
入
居
希
望
者
が

あ
る
、
と
い
う
前
提
で
出
来

た
も
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
（
95
年
）
以
降
、
日
本
全

体
と
し
て
高
齢
化
が
進
む
一

方
で
、
住
宅
戸
数
は
充
足
し

て
い
る
た
め
、
当
初
の
コ
ン

セ
プ
ト
だ
け
で
は
実
態
に
合

わ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な

り
、
大
規
模
災
害
が
起
こ
る

た
び
に
、
被
災
自
治
体
に
よ

り
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

来
た
。

東
日
本
大
震
災（
11
年
）後

の
13
年
10
月
に
、
内
閣
府
告

示
第
２
２
８
号
「
災
害
救
助

法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方

法
及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁

償
の
基
準
（
以
下
「
２
２
８

号
告
示
」）」
が
公
布
さ
れ
、

以
後
、
大
規
模
災
害
が
起
こ

る
た
び
に
何
度
も
改
正
が
繰

り
返
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
石
川
県
の
応
急
仮
設

住
宅
の
仕
組
み
は
、
ほ
ぼ
こ

の
告
示
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

る
。

「
応
急
的
な
住
ま
い
」
の
バ

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

図
で
は
、
一
次
避
難
所
等

の
ス
テ
ー
ジ
の
次
に
「
応
急

的
な
住
ま
い
」
の
ス
テ
ー
ジ

が
来
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
住
宅

や
共
同
住
宅
を
自
治
体
が
借

り
上
げ
て
提
供
す
る
「
み
な

し
仮
設
」
も
「
応
急
的
な
住

ま
い
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
み
な
し
仮
設

は
、
以
前
は
邪
道
扱
い
だ
っ

た
が
、
現
在
で
は
「
賃
貸
型

応
急
住
宅
」
と
し
て
相
応
の

位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い

る
。
空
き
家
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
今
日
で
は
当
然
の

こ
と
だ
ろ
う
。

従
来
の
応
急
仮
設
住
宅
の

延
長
上
に
あ
る
の
が
「
応
急

仮
設
住
宅
（
建
設
型
）」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
石
川
県

で
は
「
従
来
型
応
急
仮
設
住

宅
」、「
ま
ち
づ
く
り
型
応
急

住
戸
の
広
さ
は
１
～
２
人

用
（
20
㎡
）、
２
～
４
人
用

（
30
㎡
）、
４
人
以
上
（
40

㎡
）
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
平

屋
が
原
則
で
あ
る
。
能
登
半

島
の
気
候
特
性
を
踏
ま
え
、

寒
冷
地
仕
様
（
断
熱
材
、
窓

は
断
熱
サ
ッ
シ
等
）
を
原
則

と
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
戸

の
整
備
、
玄
関
前
の
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
、
部
屋
間
の
段
差

解
消
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

的
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。

一
昔
前
の
応
急
仮
設
住
宅

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
レ

ベ
ル
だ
が
、
17
年
４
月
に
２

２
８
号
告
示
が
改
正
さ
れ
こ

と
が
大
き
い
。
こ
の
改
正
で

は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
床
面

積
の
規
模
に
関
す
る
制
限

（
１
戸
当
た
り
29
・
７
㎡
）

が
撤
廃
さ
れ
、「
地
域
の
実
情

や
入
居
す
る
世
帯
の
構
成
な

ど
に
応
じ
て
設
定
す
る
」
と

し
て
関
係
自
治
体
に
委
ね
ら

れ
、
１
戸
当
た
り
の
建
設
費

の
上
限
も
、
２
６
６
万
円
か

ら
５
５
１
万
６
千
円
（
現
在

は
６
６
８
万
３
千
円
）と
、従

来
の
２
倍
以
上
（
当
時
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
（
前
出
拙

稿
「
仮
設
住
宅
の
基
準
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
た
」参
照
）。

過
疎
地
の
高
齢
被
災
者
を
ど

う
救
う
か

仮
設
住
宅
」
及
び
「
ふ
る
さ

と
回
帰
型
応
急
仮
設
住
宅
」

の
３
種
類
あ
る
。

従
来
型
応
急
仮
設
住
宅

は
、
文
字
通
り
従
来
タ
イ
プ

の
も
の
で
、
学
校
の
体
育
館

な
ど
一
次
避
難
所
に
お
け
る

最
低
レ
ベ
ル
の
生
活
の
早
期

解
消
を
図
る
こ
と
を
第
一
と

し
て
い
る
。
建
設
の
早
さ
を

優
先
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公

園
等
の
公
有
地
に
、
長
屋
型

の
プ
レ
ハ
ブ
や
移
動
式
等
の

応
急
仮
設
住
宅
を
、
一
時
的

に
大
量
に
整
備
し
、
入
居
期

間
終
了
後
は
撤
去
す
る
の
が

基
本
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
型
応
急
仮
設

住
宅
は
、
里
山
里
海
な
ど
の

景
観
に
配
慮
し
た
新
た
な
ま

ち
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
街
地
や
市
街
地
近
郊

の
ま
と
ま
っ
た
空
地
等
に
長

屋
型
の
木
造
応
急
仮
設
住
宅

を
整
備
し
、
入
居
期
間
終
了

後
は
市
町
営
住
宅
に
転
用
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。ふ

る
さ
と
回
帰
型
応
急
仮

設
住
宅
は
、
能
登
か
ら
離

れ
、
み
な
し
仮
設
住
宅
等
で

生
活
す
る
被
災
者
が
ふ
る
さ

と
に
回
帰
す
る
こ
と
を
目
的

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

災
地
で
は
、
自
宅
に
住
み
自

家
消
費
プ
ラ
ス
α
程
度
の
農

業
や
漁
業
を
営
ん
で
、
年
金

と
合
わ
せ
て
な
ん
と
か
生
計

を
維
持
し
て
き
た
高
齢
者

が
、
津
波
で
自
宅
と
生
活
の

手
段
を
両
方
と
も
失
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
例
が
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
能
登
半
島

地
震
で
も
同
様
の
例
は
多
い

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う

な
方
々
は
、「
災
害
公
営
住

宅
が
で
き
た
か
ら
移
住
で
き

る
」と
言
わ
れ
て
も
、そ
の
と

お
り
に
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
く
、
結
果
的
に
、
仮

設
住
宅
に
ず
っ
と
住
み
続
け

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
石

川
県
の
「
ま
ち
づ
く
り
型
応

急
仮
設
住
宅
」
や
「
ふ
る
さ

と
回
帰
型
応
急
仮
設
住
宅
」

な
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
々
の

受
け
皿
と
し
て
十
分
機
能
し

そ
う
で
あ
る
。
応
急
仮
設
住

宅
は
無
償
だ
が
、
市
町
営
住

宅
は
家
賃
が
必
要
な
た
め
、

こ
の
よ
う
な
方
々
の
受
け
皿

と
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
工

夫
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

石
川
県
の
試
み
を
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
、
さ
ら
な
る

改
善
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

と
し
、
集
落
内
の
空
地
等
に

戸
建
風
の
木
造
応
急
仮
設
住

宅
を
整
備
し
、
入
居
期
間
終

了
後
は
市
町
営
住
宅
に
転
用

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。ま

ち
づ
く
り
型
応
急
仮
設

住
宅︵
石
川
県
Ｈ
Ｐ
︶　

ふ
る

さ
と
回
帰
型
応
急
仮
設
住
宅

︵
石
川
県
Ｈ
Ｐ
︶

能
登
半
島
地
震
の
応
急
仮
設
住
宅

地
水
火
風
牧
野

恒
一

防
犯
Ｃ
Ｓ
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取
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組
み
を
表
彰

防
犯
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
表
彰

防
犯
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
表
彰

防
犯
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
表
彰

防
犯
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
表
彰

防
犯
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
表
彰

7月8日は防犯カメラの日
なくなれ 犯罪

㍿日本防犯システム


